連携テストにおける市町村側作業に関する補足資料

　　本資料は、広域連合システム窓口処理端末（以下、窓口端末）における作業についての
　　概要及び参照するべきマニュアル等を示すものである。

１．市町村からの異動データ送信

　　【概要】

　　　　市町村における日々の異動データを窓口端末から広域連合システム窓口処理サーバ

　　　　（以下、窓口処理サーバ）送信するが、その送信については、
　　　「窓口処理サーバファイル転送ツール」を使用して行う。

　　【参照マニュアル】

        窓口処理サーバファイル転送ツール(簡易操作説明書)

　　【参照項目】
　　　　2.窓口端末から窓口処理サーバにファイルを転送（送信）する（日次データ）
２．窓口端末での異動内容確認

　　【概要】

　　　　広域連合システムサーバにおいて市町村から送信される異動データ取込処理を行った翌日に

　　　　窓口端末にて異動内容の確認を行う。

　　　　下記に示すマニュアルは、異動内容確認の作業手順を示すもので、

　　　　確認する異動の内容については、各市町村にて作成を行った異動テストチェックシートを

　　　　元に確認を行う。

　　①エラーリスト等の取得手順

　　【参照マニュアル】

        窓口処理サーバファイル転送ツール(簡易操作説明書)

　　【参照項目】
　　　　3.窓口処理サーバから窓口端末へファイルを転送（受信）する（日次データ）
　　②オンライン画面の照会手順

　　【参照マニュアル】

　　　　後期高齢者医療広域連合電算処理システム　資格管理ガイド 市区町村編

　　【参照項目】
　　　　9.1 住民基本台帳情報を照会する
　　　　9.3 外国人登録情報を照会する

３．市町村からの全件データ送信
　　【概要】

　　　　連携テストにおいては、全件データを送信する作業が発生するが、
　　　　その作業手順については、以下の通りである。

　　　　

　　【作業手順】

　　　　①市町村システムにて抽出を行った全件データを外部記憶媒体等を用いて、

　　　　　窓口端末の任意のフォルダへコピーする。
　　　　②窓口端末へコピーされた全件データを秘文ファイルとして暗号化する。

　　　　　※秘文ファイルの作成については、「秘文操作簡易説明書」を参照。

　　　　③作成された秘文ファイルを窓口端末の以下のフォルダへ格納すること。
　　　　　　D:\広域\DATA　→　D:\広域\送信用フォルダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　以　上　　－
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